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　 は じめ に

　 ヤ ス パ ー
ス の 実存哲学 は 、 実存 を 主題 とす る哲学全般 に 向 け られ て きた 批判

　　主観 主 義 、 個 人 主 義 あ るい は 非合理 主義 との 批 判　　 を例 外 な く受 けて き

た 。 本 稿 で 検 討 し た い の は 、 特 に 、 実 践 的 ・ 倫理 的意 味で の 「主 観 主 義 （Sub−
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （1＞

jektivismus）」 とい う否 定的評価で あ る 。 そ れ は つ ま り、客観 的 ・普遍 妥 当的な

価 値や 義 務 で は な く個 人 の 主観 的 な価 値 判 断 こ そ を行 為 の 拠 り所 とす る 、個 人
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛2）

主 義な い し相 対 主義 と し て 、 ヤ ス パ ー
ス の 思想 的 立 場 を非難す る もの で あ る 。

周 知 の よ うに 、 ヤ ス パ ー
ス を 主観主義者 と して 非難 す る 論者 た ちに 共 通 して い る

こ と の
一

つ は 、 ヤ ス パ ー
ス の 思想 の 基軸概念 で ある 「交 わ り （Kommunikation ）」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （3＞

を度外 視 して い る こ とで あ る 。 例 えば 、
ル カ ー チ は 『理 性 の 破壊 』の 中で 、ヤ ス

パ ー
ス の 認 識 論 を、生 の 哲学 や キル ケ ゴ ー

ル の 独 我論 を徹 底化 した 「極 端 な主観

主義」とみ なす だ け に と どま らず 、 さ らに 、 実 践 的 な 問題 領 域 に お け る ヤ ス パ ー

ス の 思 想 の うち に も 、 独 善 的 な 個 人主 義 的傾 向 を批 判 的 に 見 出す が 、 こ の 際 明
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （4）

らか に ヤ ス パ ー
ス の 「交 わ り」 の 思想 を考慮 に 入 れ ずに 批判 を展開 して い る 。

　 ヤ ス パ ー ス 自身 も、 実存哲学 全 般 が 「主観主 義」 とい う批判 を受 け 続 け て い

る こ とを真摯に受 け止 めて お り 、 『哲学』 （1932 年）第 2 巻 の 「交わ り」 の 章 に

は 、 そ うした 「主観主義」 批判 に 対す る見解 を表 明 して い る箇 所 が あ る 。

次 の よ うな こ とが 言 わ れ て い る。 実存哲学 の うちに は 自制 も根 拠 もな い 主

観 主 義 （ein 　haltungs− und 　haltloser　Subjektivismus）が 蔓延 っ て い る 。 実 存

哲 学 は 、 当人 の 人 格 （die　eigene 　Person）を 不 遜 に 重 視す る こ と 、 す な わ

ち誤 っ た 方向に 考 え進 め られ た 個 人 主 義 （ein 　 verrannter 　Individualismus）

で あ る 。 慰 め の な い 孤 立 に 陥 っ た 流浪の 人 間が
、 実 際 に は 全 く存在 し な い

空 想 的 一幻想 的 な交 わ りを、 自 らに都合 の い い よ うに 作 りあ げる 。 そ の 人
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間は 、

一
切 を混 同 しな が ら 自らを神 にす る 。

ヤ ス パ ー
ス に よ る と 、

「主観主 義」 批判の 趣 意 は 、 実存哲学 は 、 個人 が 自分 自

身 の 「人 格 」 に 執 着 す る こ とを正 当化 し 、 現 実 に は 個 人 に 「慰 め の ない 孤 立 」

を余 儀 な く させ る の に もか か わ らず 、 非 現実 的 な人 間 関係 に 関す る 理 論 を で っ

ちあ げ て い る 、 とい うもの で あ る 。
こ の よ うな批 判 に 対 し て 、 ヤ ス パ ー ス は 次

の よ うに弁明 す る 。

こ の よ うな批 判 は 、 実 際 、 諸 々 の 可能 的 な逸脱 （Abgleitungen）に 的中 して い

る 。 そ の 批 半1」の うち に は 可能 的 実存 と経 験 的 人格 との 混 同 （die　Verwechs −

1ung　von 　m6glicher 　Existenz　und 　empirischer 　Person）が あ る が 、こ の 混 同

は 私が例 え ば実存哲学の 思 想 で も っ て私 の 現 存在 の うちの 何 もの か を正 当

化 し よ うとす る場合 に も生 じ る 。 実存 は 自己確信的 な交わ りと し て の み 存

在 し 、 こ の 交 わ りに お い て の み 、 私 は私 の 孤 立 を止 揚 し、 もはや 根 拠 づ け

る こ との で きな い 根源 を獲 得す る 。

　 し か し 、 各 自の 可 能的実存 か ら 〔他者 を〕 出迎 え ない 者 は そ の よ うな批

判 的 言辞 が も っ と もで あ る と認 め な けれ ば な らな い
。 そ の よ うな 批判 的言

辞 は 、 実存 哲 学 に とっ て そ の 根底 を危 うくす る 疑 問符 で あ る 。 た しか に 、

実存哲 学が 現 実 的 で あ る場 合 に は 、 そ の よ うな言 辞 は 、 実存 哲 学 に は 無縁

な もの で あ るか ら全 く的外 れ で あ る が
、

し か し 実存哲学 が
、 訴 え か けの 可

能 性 と して で は な く 、 知 と して の 客観的 諸 定式 と解 され る 場 合 に は 、 お そ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （s）

ら くそ の 批 判 は 危 険 な もの に な る だ ろ う。

ヤ ス パ ー ス か ら見れ ば 、 実存哲学に 「主観 主 義」 とい うレ ッ テ ル を貼 る 考 え 方

に は 、
「可 能的実存 と経験的人 格 との 混 同 」 とい う不 明 が 含 まれ て お り、 「主 観

主 義」 的 で あ る の は 、 む し ろ 、

「交 わ り」 が そ の 本 来 の 目的 を実現 す る道程 か

ら外 れ て 「逸脱」 して い る 事態で あ る 。 他者 との 「交わ り」 を 「実存」 の 生 成

に 不 可欠 な条件 とみ なす 、 ヤ ス パ ー
ス の 実存哲学の 基 本 的性 格 が 理解 され るな

らば 、
「主観 主義 」 批判 は 「全 く的外 れ で あ る」 もの と して 斥 け られ る こ とに

な る の で あ る 。 ヤ ス パ ー ス の 言意 を敷衍 して 、 批 判 を招 来 す る要 因 を突 き詰 め

て い くな らば 、 そ れ は 、 主観 とそ の 不 可分 な相 関者 で あ る 客観 に 階層 を 区別 し 、

主観 と 客観 の 諸 関係 の 多元性 を認 め る 、
「交 わ り」 論 の 基 盤 に あ る基 本 構 図 が 、
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批 判者 た ち に は見 え て い な い こ と に あ る 。

　 本 稿 は 、 ヤ ス パ ー ス の 実 存哲 学 の 要 で あ る 「交 わ り」 の 思想 に つ い て 、
「主

観主 義」 とい う観点 か ら再 考す る 。 ヤ ス パ ー
ス の 思想 の 基 底 を なす 主観 を重 視

す る学 問的 姿勢に は 、 個人 の 恣意 を増長 させ 、 議論 や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 意

義 を軽 視す る とい っ た 、 実践倫 理 を 欠 く個人 主義的 ・相 対 主 義的性 格 で は な く、

む し ろ 、 優れ た 実践 性 ・倫理 性 が 備 わ っ て い る こ とを 示 す こ とが 、 本稿 の 目的

で あ る 。 以 下 の 本 論 で は
、

ま ず 、
「交 わ り」 の 鍵 と な る 「人格 性 」 とい う概念

に つ い て 、 そ の 萌芽 的形 態 をヤ ス パ ー ス の 精 神 病理 学 に遡 っ て確 認 す る （第 1

節 ）。 続い て 、
「現 存在 の 交 わ り」 と 「実存 的 交 わ り」 に っ い て 、 そ れ らに 「主

観 主 義」 批判 が 当 て は ま る か ど うか とい う観 点 か ら論 じ る （第 2 節 ・第 3 節 ）。

　第 1 節 　人 格性

　『精神 病 理 学 総論』 （1913年 ） に お い て ヤ ス パ ー
ス は 、 相 手 の 心 的生 に お け る

個 々 の 心 的 現象 の 「了 解的諸連 関 （die　versttindlichen 　Zusammenhtinge）」 を感

情移 入 し なが ら捉 える 「了解 （Verstehen）」 を 主 要 な認 識方 法 とす る 、
「了解 心

理 学 （verstehende 　Psychologie）」 とい う方 法 論を 提 唱 し 、
「了 解 的諸連 関 の 全 体

（das　Ganze）、 と りわ け欲 動 と感 情 の 生 （das　Trieb− und 　GefUhlsleben）の 全 体、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （7）

価 値 づ け と希 求 （Wertungen 　und 　Strebungen）の 全 体 、意 志 （der　Wille）の 全 体 」

を 「人 格性 （Pers6nlichkeit）」 と呼 ぶ 。
こ こ で認識 の 目標 とされ る 「人 格性 」 は 、

通 常 の 意味で の 「人 格性 」、 す な わ ち 「思考や行為 に お い て 矛 盾 の な い こ と 、

首尾
一

貫 して い る こ と 、 信 頼 で き る こ と」 な ど とい っ た属 性 を も つ 「個人 の 理
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （8 ）

想像 」 とは 、 全 く関係 が な い とされ て い る 。 さ らに 、 心 理 学 的 に は 「人 格 性 」

に 含 め て 考 え られ る こ と の 多 い 「知 能 （lntelligenz）」 や 「才能 （Begabungen ）」

に 関 して も、 それ らは 「人 格性 とそ の 発 展 の 諸 条件 で は あ る が 、 人格 性 その も
・　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 （9｝

の で は ない 」 と して 、 区別 の 必要 性 が 強調 され て い る 。 ヤ ス パ ー ス が 問題 に す

る 「人 格性」 は 、 優れ た 人 間性 一
般で も 、 試験や 評価 の 対 象 に な る能力 で も な

く 、
「自我 の うちの 自我 自身 を意識 す る連関 （ein　im　lch　seiner 　selbst　bewuBter

　 　 　 　 　 　 　 （10）

Zusammenhang ）」、 すな わ ち 、 個 々 人 に よ っ て 異な る （後 に 「自我意識 」 と改称

され る） 「人 格性 の 意識 」 の あ り方 な の で あ る 。
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　 「対象意識」 と （
一
般 に は 「自我意識 」 と い う名 称 で 知 られ て い る） 「人格性

の 意識 」 を、 心 的生 に お け る 対 照的 な個 別 的現 象 と して 描 出 した こ と は 、 ヤ ス

パ ー
ス が 精神 病 理 学 の 分 野 で あ げ た 功績の

一
つ で あ る 。 ヤ ス パ ー

ス は
、 意識 の

主 客分裂 とい う心 的 生 の 根本現 象 に対 応 す る仕 方 で 、 意識 の 二 面性 を浮 き彫 り

に し 、 そ れ を次 の よ うに言 い 表 す 。

　　発 展 して い る心 的生 に は どれ で も、 い か な る仕 方 で も還 元 不 可 能 な根本

　　現 象 が あ り 、 そ れ は 、 主観が 諸々 の 客観 （諸 々 の 対象）に 相対 し て い る と

　　い うこ と　（daB　 ein 　Subjekt　den　Objekten　（Gegenstanden）gegen〔ibersteht）

　　 で あ り、 ま た 、 人 格 性 （eine 　Pers6nlichkeit）は 自 らが諸 々 の 内容 に 向 け ら

　　れ て い る こ と を知 っ て い る とい うこ とで あ る 。 それ に 応 じ て 、 われ われ は

　　対象意識 （ein　GegenstandsbewuBtsein）を人格 1生の 意識 （ein 　Pers6nlichkeits−
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （］］）

　 　 bewuBtsein）に対 置 す るこ とが で きる 。

ヤ ス パ ー
ス に と っ て 、

「意識 」 とは 、
「目下 の 心 的生 の 全 体 （das　Ganze　des　mo −

mentanen 　Seelenlebens）」 で あ り、 そ の 上 に 個 々 の 心 的 現 象 が 現れ て は そ こ か

ら消 え去 る よ うな 「舞台」 やそ の 中で 個 々 の 心 的現 象 が 動い て い る と こ ろ の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （12＞
「媒 体 （das　Medium ）」 に譬 え られ る 。 心 的生 に は 自我 の 対 象 志 向 性 を 自我 自

らが 意 識 し て い る とい う根 本 現象 が あ るた め 、 心 的 生 の い わば活 動 場 所 で あ る

「意識 」 に は 、 諸対 象 に 向 か う 「対 象意識 」 と反 省 的 な 「人 格 性 の 意識 」 とい

う二 種 の 心 的現 象が 生 起 す る の で あ る 。

　 主観性 に 階層 を 区分す る ヤ ス パ ー ス の 根 本 姿勢 は 、
心 的 生 の 「人格性 の 意識 」

の 側 面 に 「発 展段 階の 系 列」 を想定す る考 え方に 根 ざ して い る 。
「自我が 自我 自

　　 　　 　　 　　 ・　 ・　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　 （13）

身 を意識 して い る様 態 （die　Weise，
　wie 　das　Ich　 sich 　seiner 　selbst　bewuBt　ist）」

で あ る 「人 格性 の 意識 」 は 、
「前 へ 駆 り立 て る 自我 の 状態 （vorandrangende 　Ich−

zust 加 de）」 で あ る 「欲 動 （Triebe）」 と 「受 動 的 な 自我 の 状 態 」 で あ る 「感 情
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （14）

（GefUhle）」 とい う心 的現象 と 、 それ ぞれ きわ めて 深 く連 関 しな が ら、 段 階 を経

て そ の 内容 を変化 させ る もの で あ る。
「人格性 の 意識 」 に は 、

「極 めて 単純 で 内

容 の 乏 し い 現 存在か ら 、 体験 に お い て 自ら 自身 を意識 して い る極 め て 内容豊 富

な充 満 まで 、 発 展 段 階 の 無 限 の 系 列 （eine 　unendliche 　Reihe　von 　Entwicklungs−
　 　 　 　 　 　 （15）
stufen ）が あ る」 と され る 。

こ の よ うに 「人 格 性 の 意 識 」 の 「発 展 段 階の 系 列 」
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が 複 雑 で 豊か に な る 階梯 は 、 心 的生 全 体 の 「分 化 （Differenzierung）」 の
一

側 面
　 　 U6 ）

で あ る 。
「分 化 」 が 進 展 す る 原 因 は 、 生 来 の 個 人 的 素 質 とそ の 素 質 に 影 響 を及

ぼ す文 化圏 の 二 つ に あ り 、
「分化」 の 度合い が 高 ま る ほ ど

、 個 々 の 心 的 事象 は

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c17）
よ り明 確 な か た ち を と りそ の 内容 もい っ そ う豊 富 に な る とい う、，

　注 目す べ きで あ る の は 、 心 的生 の 「分 化 」 の 度合 い は 人 に よ っ て 異 な り、

「分 化 」 の 現 れ と し て 「人 格性 の 意識 」 が 発 展 し 「人 格性 」 が 形 成 され て い く

中 で 、 そ の 「人 格 性 」 に 関 し て も複 数 の 人 間 の 間 に は 「水 準 の 差 異 （Niveau−

unterschiede ）」 が 生 じる とい うこ とで あ る 。
「人 格性 を了 解す る た め に は 、 そ

の 人 格 性 が 分 化 の どの 水 準 に あ る か （auf 　welchem 　Niveau　der　Differenzierung
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （18＞

die　Pers6nlichkeit　 sich　be丘ndet ）を意識 す る こ とが 肝 要 で あ る」 とい う。
「人格

性 」 は 、 何 か 不 変 の 固 定 され た もの で は な く 、 心 的生 が 分 化 し 「人格性 の 意識 」

が 発 展す る の に 応 じて 複雑多岐で 内容豊富 な もの へ と変化 す る とい うヤ ス パ ー

ス の 考 え は 、 『精神 病理 学 総論 』 の 第 2 版 （1920年 ）以 降 、
「人 格性 の 意識 」 は

「自我 意識 」 へ と名 称 が変更 され て お り 、
「こ の 〔自我意識 の 〕 内容的 な現 象 と

発 展 の な か で 自我 は 自 らを 人 格性 と して 意識 す る よ うに な る」 とい う記 述 が 挿
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （19）
入 され て い る こ とか ら も 明 らか で あ る 。

　それ で は 、
「人格 性 」 とは 、

「人格 性 の 意 識 」 の どの よ うな あ り方 で あ り 、 内

容 的 に は ど の よ うに 豊 か に な る の で あ ろ うか
。

「人格 性 の 意識」 の あ り方 を 大

き く左 右す る の は 、
「欲 動 」 と 「感 情」 とい う二 つ の 「自我 規 定性 （Ichbestimmt−

　 　 　 （2o）

heiten）」 で あ る が
、 特 に 、 個人 に よ っ て 異 な る 「欲 動 」 の 表 出 の 様 態 が 「人格

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛Ll）

性 」 の 重 要 な 一
側 面 と され て い る 。 そ れ ゆ え 、

「人 格 性 の 意識 」 の 「発 展 段 階

の 系 列 」 に お い て どの よ うな 心 的現 象が 生 起す る の か は 、
「欲動 と意 志 の 諸体

験 （Trieb− und 　Willenserlebnisse）の 系列 」 とい う側 面 か ら見 え て くる 。 ヤ ス

パ ー
ス が 想定 した 「欲動 と意志の 諸 体 験 の 系列 」 は 、 「か ろ うじて 意識 を 伴 っ

て い る が行 為の 目標 をわ か っ て い ない 反 射 的 な諸々 の 欲 動行 為 に 始 ま り、 生 命

全 体 を基盤 に し て 、 あ らゆ る欲動 、 結果 に っ い て 知 っ て い る こ と の す べ て 、 人

格性 に よ っ て 承 認 され て い る すべ て の 諸価値 を 、 十全 に 意識 して 生 じ る 、 意志
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （22）
の 諸 決 断 に ま で 至 る」 もの で あ る 。

　 こ の 系列 に は 、 三 つ の 「重要 な還 元 不 可 能 な現 象 」 が含 ま れ て い る 。 第
一

に 、
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こ の 系 列 の 始 ま りは 「欲 動 の 動 き （Triebregungen）の 体験 」、 す な わ ち 「原 初的

衝 動 （ein 　primarer　Drang）の 体験」 で あ り 、 そ れ が 意志 に よ る 選 択 や 決 断 の な

い ま ま に 放出 され た もの が 、 われ わ れ の 日常 的行 為 の 大 部 分 に該 当す る とい う

「諸 々 の 欲 動行 為 （Triebhandlungen）」 で あ る 。 第二 に 、 人格 性 の 意識 が発 展 し

て い くに つ れ て 、
「欲動 の 動 き 」、

「結 果 に つ い て 知 っ て い る こ と （das　Wissen

von 　Folgen）」、
「目標 の 表象 （die　Zielvorstellungen）」 とい う三 つ の 要 素 が 行 為

の 動 機 と し て 相 互 に 争 う 、
「軋轢 な い し相 克 （die　Entzweiung　resp ．　Entgegen−

setzung ）の 体験」 が あ る 。 第三 に 、 複数の 動機 を材料 に して 意志が 「私 は欲 す

る」 あ るい は 「私 は欲 しない 」 とい う決断 を下 し 、 それ に よ っ て 、 意 志 の 決 断

が 作用 して い る と い う意 識 、 す なわ ち 「随意 の 意 識 （WillkttrbewuBtsein）」 が 現
　 （23）

れ る 。

　 した が っ て 、
「人格性 の 意識 」 の あ り方 を 規定す る 「欲 動 」 の 観 点 か ら言 え

ば、 「人格 性 」 を決 定す る要因は 、
心 的 生 に お け る多種多様 な欲動 の 発動 ・充

足 ・葛藤状態 で あ る 。 換言 す る と 、 個人 の 「人格性 」 が 陶冶され る とい うこ と

は 、 そ の 人 が 、 さま ざま な異質 の 欲動 を 自覚す る よ うに な り 、 そ の 他 の 欲動 す
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （24）
べ て と対 立 関 係 に あ る 、

い わ ば一
っ の 特 権 的欲 動 と して の 意志 に よ っ て 、 諸 欲

動 を能 動 的 に 満 た した り抑 制 し た りす る よ うに な る こ と で あ る 。

　 もち ろ ん 、 「人 格 性 」 の 形 成 に は 「対 象 意識 」 の 側 面 か らも影 響 が 及 ぶ
。 な

ぜ な ら 、
「人 格性 の 意識 」 と 「対象意識」 は 互 い に 連動 して 変化 し な が ら協働

し て
一

人 の 人 間 の 心 的生 を成 り立 た せ て い る か らで あ る 。
「対 象意識 」 とは 、

「諸 対 象が われ わ れ に と っ て 現在 して い る現 存在様 態 （die　Daseinsweise，
　in　der

uns 　Gegenstande　gegenwartig 　sind ）」 で あ り、 知 覚 、 表 象 、 意 識 性 、 思考 、 判

断 な どの 形 式 が あ る 。
こ れ らの 形 式 を と りな が ら 、 内容 的 に は 、

「対 象的 な も

の の 三 つ の 世 界 （die　drei　Welten　des　GegenstZndlichen）」　　自然 科 学 の 対 象 と

な る 「感覚的世界 （die　 sinnliche 　Welt）」、 心理 学 の 対象 となる 「心 的世界 （die

seelische 　Welt）」、 哲学 の 対 象 とな る 「（真 理 、 美 、 道 徳 な ど）諸価値 の 世 界

（die　Welt　der　Werte）、す な わ ち われ われ の 身 に起 こ る 諸 ・々 の 要 求 （die　Forde−
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （25）
rungen

，
　die　uns 　entgegentreten ）の 世界 」　 が 意識 され て い る とい う。

こ れ ら

の 三 つ の 対 象領 域 の うち、 最 も密 接 に 「人 格性 」 と関わ っ て い るの は 「諸価 値
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヤ ス パ ー
ス の 「交 わ り」 と主観 主義

の 世 界 」 で あ る 。 欲 動の 内容 が 豊 富 に な り意志 の カ が 発 達す る と と も に 、 人 間

は 、 自分 に と っ て 何 が重要 で あ るの か を選 択 ・決断 す る よ うに な る 。 そ の 際人

間 は 、 す べ て の 物 事 に 同等 に 価値 を置 い た り世 間
一一

般 で 認 め られ て い る 諸価 値

を並 置 し て 意識 し た り は せ ず に 、 自分 な りに 分 類 し て 秩序づ けた 諸価値の 序列

に 依拠 して 、 あ る動 機 を選 択 しそ れ を行 動 に移 す こ と を決 断す る 。 どの よ うな

価値の 序 列 を拠 り所 に し て 意 志 が 欲動 の 働 き を コ ン トロ
ー

ル し て い る の か 、 す

な わ ち 「どの よ うな価値 づ け （Wertungen ）が そ の 人 間 を統 制 して い る （1enken）
　 （26）

の か 」 とい うこ とが 、
「人 格性 」 の

一
つ の 相 を なすの で あ る 。

　本 節で 明 らか に な っ た こ とに基 づ い て 、 ヤス パ ー ス の 「人格 1生」 とい う概念

は 、 われ わ れ の 実践 的 ・倫理 的問題 と深 く関わ る もの で あ る こ とが わ か る 。 な

ぜ な ら 、 わ れ わ れ が 生 活 す る 中で 倫理 が 問題 に な る の は 、 同 時 に 満 た す こ との

で き な い 異質の 欲動 が意 識 され て お り 、 どの 欲動 を 実 行 に 移 し どの 欲動 を抑制

す るか を 選 択 し決 断 しな けれ ば な らない 場 合で あ り、 ま さに 「人格 性 」 が 問わ

れ て い る場 合 で あ る か らで あ る 。 また 、 社 会生 活 を営む 中で
、 自己 と他 者 の 欲

動 が緊張 関係 に あ る こ とを知 り 、 自己 の 価値観 と他者や世間
一

般 の それ がぶ つ

か りあ うよ うな状 況 に 立 つ と き 、 わ れ われ は い か に行 為 す べ き か と考 え ざる を

え な い t，わ れ わ れ に は 人 に よ っ て 異 な る 「人 格 性 」が あ る こ と 、 す な わ ち 、 個 人

は 多種 多様 な欲 動 を独 特 の 仕 方 で 展 開す る と と もに 意 志 の 力や 価 値観 を 発 達 さ

せ る こ とが 、 実 践 的倫 理 を要 求 す る と と もに 可 能 に す る と考 え られ る の で あ る。

　第 2 節　現存在の 交わ り

　前節 で 見 た よ うに 、 『精神 病理 学総 論 』 の 中で す で に 、 ヤ ス パ ー
ス は 、 心 的

生 が 分 化 す る こ との 現れ と して 、 「人 格 性 の 意 識 」 の 発展 と 「対 象意識 」 の 意

識 内容 の 変 化 が 相即 して 起 こ る 、 とい う考 え方 を示 し て い た 。 そ の よ うに 主 観

と客観 の 多様 な諸 関係 を認 め る 考 え方 は 、 ヤ ス パ ー
ス の 根 本 思 想 とな っ て

、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （27）

『世界観 の 心 理 学』 に お け る 「態度」 と 「世 界 像」 の 理 論 へ 展 開 し 、 後期 の

「包括者存在論 （Pehechontologie）」 の 基盤 を形 成 して い る 。 『哲学』 に お い て

ヤ ス パ ー ス は 、 主観性 を二 つ の 「段 階 （Stufen）」　　 「個別 的 現存在」
・「意識

一

般 」
・「人 格 卜生」　　 に 区 分 し 、 そ れ ぞ れ の 段 階 に特 有の 客観 性 　　 「対 象 性 （外
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （28）

面性 ）」 ・「普遍 妥当性 」
・「理 念」　 が 対応 して い る とい う説 を展 開 した 。 こ こ

で 重 要 で あ る の は 、 主 観 性 と客観 性 の 相 関 関係 が 階 層性 を な し て い る と い うこ

と は 、 よ り高 い 段 階の 関係 は よ り低 い 段 階 の 関係 を前提 と し て 実現 され 、 よ り

低 い もの は よ り高 い もの に よ っ て 統御 され る とい うこ と で あ る 。
こ の よ うに 主

観性 と客観性 に 分裂 して い る意識 の 階層構造 に 基づ い て 、 「交 わ り」 の 諸 様 態

間 に も階層性 が 成 り立 つ こ とに な る。

　『哲学』 で は 、
「交 わ り」 の 様態 が 「現 存在 の 交 わ り」 と 「実存的交 わ り」 に

二 分 して 特徴づ け られ る 。 そ の うちの 「現存 在 の 交 わ り」 は 、 後 に 包 括者 存在

論 の 枠 組 み の 中で 「（単な る）現存在の 交 わ り」
・「意識

一
般 の 交わ り」

・「精神

の 交 わ り」 へ と明 確 に 分節 され る 、 三 っ の 様 態 の 交わ りを 内包 して い る 。 た し

か に 、 ヤ ス パ ー ス が 〈あ る べ き コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン の 様 態〉 と して 追 求す る の

は 、 「そ の うちで 私 が 他 者 と共 に 私 の 存在 を 生 み 出す こ とに よ っ て 初 め て 本来
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （z9）

的 に私 の 存在 を 知 る と こ ろ の
、 真の 交 わ り」 と して の 「実存的交 わ り」 で あ る 。

けれ ど も 、
「実存的交 わ り」 の 「逸脱 」 し た 様 態 が 「現 存在 の 交 わ り」 で あ る

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （30＞
の で は ない

。 む し ろ 、
「実存 的交 わ り」 は 「諸々 の 共 同体の 関係 」 と して の （広

義 の ） 「現 存在 の 交 わ り」 を前 提 と して 実 現 す る もの で あ る 。 そ うで あ る な ら 、

ヤ ス パ ー
ス の 「交 わ り」 の 思想 が 「主観 主 義 」 批 判 を 免 れ る た め に は 、 「現 存

在 の 交 わ り」 と 「実 存 的交 わ り」 の うち、 双 方 と も あ るい は少 な く と も
一 方 が

「主 観主 義」 的 で は な い の で な けれ ばな ら ない だ ろ う。

　 「現 存在 の 交 わ り」 は 、 『哲学』にお い て 、 心 理 学や社会学の 観 点 か ら 「客観
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （31）

的 に 生 成す る交 わ りの 三 様態 」 に 分節 され る 。 そ して 、
こ の 三 つ の 様態を分節

す る基 準 は 、 当事者 た ち の 主観 が どの よ うな 目的 を志 向 して い るの か 、
つ ま り

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （32）　　　曾　　．　　．　　．

彼 らが 意 識 の どの 段 階 で 交 わ りに 臨 ん で い る の か とい う点 で あ る。 「社 会 学 的

諸 関係 は 、 そ れ らが 諸々 の 主観 の うち に係 留 され て い る側 面 に従 っ て （nach 　ih−

rer 　in　den　Subjekten　verankerten 　Seite）、 重層的 に積 み 上 げ られ て い る 三 方 向

（drei　aufeinander 　aufgebauten 　Richtungen）にお い て 、 すなわ ち 、 原 初的共 同性 、

事柄 に 即 した 目的性 と合理 性 、 理 念 に よ っ て 規定 され て い る 内容 の 精神 性 に お
　 　 　 　 　 　 　 （33）
い て 、 追究 され る 」 とい わ れ る よ うに

、 職 業組 合 、 教 師 と弟子 の 関係 、 医 師 と

患 者 の 関係 な ど 、 社 会 生 活 に含 まれ る諸 々 の 人 間関係 は そ れ ぞ れ 、
「重 層 的 に
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヤ ス パ ース の 「交 わ り」 と主観 主義

積み 一ヒげ られ て い る 三 方 向 」 に お い て 、 つ ま り三 様 の 関 わ り方 が 積 み 重 な っ て 、

機 能 し て い る と され る
。

　 交 わ りの す べ て の 様 態 に 共通 す る行 為 は 、 あ る 目的 の た め に何 らか の 情報 を

「伝達」 し 「了解 」 す る こ とで あ る が 、 交 わ りの 様態 が異 なれ ば 、 どの よ うな

情 報 が 主 要 な 関 心 事 と され る の か も異 な る 。 「現存 在 の 交 わ り」 の 最 下 層 に は 、

「生命 的現 存 在 」 が 「ぼ ん や り して い て 、 欲 動 に 結 び つ け られ て い る （triebge−

bunden）個 々 人 の 自我 中心 的 な 関心 」 に 基 づ い て 織 りなす 人 間 関係 が あ り 、 そ

の 上 層 に は 、
「悟性 とい う単に 形 式 的 な 自我 」 が 遂行す る 「事柄 の 内容 の 共 通

の r解」 や 「他 者 の 動機 の 心 理 学的 r解 」 が あ り 、 そ して 、
こ れ らを 基 層に し

て 初 め て 、
「一 つ の 全 体 の 　　例 え ば 、 こ の 国 家 、 こ の 社会 、 こ の 家族 、 こ の

職業 とい っ た 全 体の 　　理 念の うち に あ る共 同体」 に お い て 「内容に 満 ち た 交
・　 ・　 　　 　 　　 　 　　 （34）

わ り」 が 生 起す る。

　 したが っ て 、
三 様 の 階層 か ら成 る 「現存在 の 交わ り」 を機 能 させ る た め に は 、

交 わ りの 各様 態 に 固 有の 目的 に合 わせ て そ の っ ど各 自の 主観の 段 階 を切 り替 え

る こ と 、 そ して また 、 す べ て の 様 態の 階層 的連関 を常 に意識 して お く こ とが 、

当事 者 た ち に 要 請 され る 。
つ ま り、 こ の 場 合 人間 に は 、 「主観 主義 」 的 に 、 単

に個 人 的 な 関心 に基 づ い て 振 る舞 っ た り我 を張 っ た りす る こ とが 承 認 され る ど

こ ろ か 、 む し ろ 、 自 らの 主観 の あ り方 を 克 己的 に調 節 す る こ とが 求 め られ る の

で あ る 。

　 も し 、
「現 存在 の 交 わ り」 が 「主観 主 義」 的 で あ る と誤 解 され る 恐 れ が あ る

とす れ ば 、 そ れ は 、 各様 態 が 相 互 連 関 を失 っ て 個別 的 に 切 り離 され た 状態 で 遂

行 され 、 い ず れ も 「非 人 格 的」 な 「自我 （das　Ich）」 同 士 の 関係 に な る 場 合 で

あ る 。 そ の よ うな人 間関係 と は 、 例 えば 、 現 存在 の 保 持 と促 進 の み が 追 求 され

る よ うな 「単 に 生 命 的 な少年 団 、 世 界 内 で の 活動 の な い 単 な る集 ま り、 目標 と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （35）
理 念 の な い 仲 間 、 遊 戯 や ス ポ ー ツ に お け る 共 通 の 現 存在的悦楽」、 あ る い は 、

詭 弁 が ま か り通 る ほ ど に 論理 的妥 当性 の み が 関 心 事 と され る議 論 、 さ らに 、 そ

れ 自体 は 「非 人格 的 」 な理 念 の み に よ っ て 導か れ る共 同体 の あ り方 で あ る 。 こ

れ らに お い て は 、 共 同体 を構成す る 個人 の 「人 格 性 」 は 問題 と され ず 、
「人 格

性 」 を度外 視 され て い る個 人 は 「代 替 可 能 」 な存在 で あ る 。 そ うした 「非 人格
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的 」 な人 間関係 に お い て は 、 自分 の 目的の た め に 他 人 を手 段 や邪 魔者 と し て 扱

うこ と に も な りか ね ない だ ろ う。 共 同 体の 中で 営 ま れ る諸 々 の 人 問 関係 が 「人
　 　 　 （36）　　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 （37）

格 的 関係 」 で あ る か 否 か が
、 そ れ らが 「実存的 交 わ りの 身 体」 と し て の 「現 存

在 の 交 わ り」 で あ る か 否 か の 分水 嶺 で あ る 。

　第 3 節　実存的交わ り
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （38）

　 「実 存 的 交 わ り」 は 、 「ま さに ただ こ の 二 つ の 自己 （das　Selbst）で あ り、代 表
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （39）

者 た ち で は な い ゆ え に代替 され えない
、

二 つ の 自己 の 間に 存す る」 と され る が 、

そ の
一 例 で あ る 「哲学的議論 」 に お い て 、 ヤ ス パ ー

ス は 次 の よ うに 述 べ る 。

哲学的議論 に お い て は 、 肝 心 な事柄 は い つ も人 格 （die　Person）と結び つ い

て い る 。 な ぜ な ら 、 肝 心 な 事柄 が 人格 か ら切 り離 され て い る な らば 、 そ れ

は 、 単な る正 確 さで あ り 、 常 に 特殊 で あ り 、 哲学 で は ない か らで あ る 。 人

が 事物 を 人格 的 に 解 して い る （PersO
’
nlich 　nehmen ）とい う拒絶的 な 非 難 、

す な わ ち回 避 の 技巧 に は 、 両義性 が あ る 。 私 の 経験 的個体性 （meine 　 em −

pirische　lndividualitat）に 関連づ け て 、 自我中心 的な 関心 （egozentrische 　Be −

troffenheit）に よ っ て 、 欲 動 の まま に （triebhaft） 〔肝 心 な事柄 を〕 人 格的 に

解す る こ とは 、 実際破 壊 的 で あろ う。 しか し 、 他者お よび 自 らの うちの 心

の 存在 に 関連 づ けて 、 可 能的実存 を 人 格的に 解す る こ とは 、 ま さに 哲学す
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （4 

る こ とに お け る真 理 で あ る 。

こ の 箇所 で は 、
二 つ の 異 な る態度 が峻別 され て い る 。

一
つ は 、

「経験的個体性

に 関連 づ け て 、 自我 中心 的 な関心 に よ っ て 、 欲 動 の ま ま に 〔肝 心 な事柄 を〕人

格的 に解す る」 とい う態度 で あ る 。
こ れ は 、 人 が 単な る 現存在 的関 心 か ら重 要

な案 件 を 自分 に 都 合 の い い よ うに 引 き付 けて 考 え 、 議 論 の レ ベ ル を格 下 げ し て

しま う振 舞 い で あ る。 上 記 の 引用 に 続 く箇 所 で 、 こ の 揚 合 は 、 「事 物 を人格 的

に解 して い る」 とい う　　 「主観主義」 批判 に含意 され る　　非難 は 、
「正 当で

あ り うる」 と され る 。 もう
…

つ は 、
「可能的実存 を人格的 に 解す る 」 とい う 「実

存的交 わ り」 に求 め られ る態 度 で あ る 。 こ の 揚合 、 ヒ述 の 非難 は 「不真 実 な 自

己 閉鎖 を 表 現 して い る 可 能性 が あ る」 と して 不 当 とされ る。 こ う した 二 っ の 態

度 に つ い て も う少 し掘 り下 げて み る こ とで 、
「主 観 主 義」 的 な 行 為 と 「実存的
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ヤ ス パ ース の 「交 わ り」 と キ 観主 義

交 わ り」 の 相違点 が 見 え て く る で あ ろ う。

　 「実 存的 交 わ り」 の 典型 と され る 「真 の 哲 学 的議 論 」 で 行 わ れ る 「哲学 的 」
1

解 」 に つ い て 、 ヤ ス パ ー
ス は 次 の よ うに 言 う。

真 の 哲学 的議 論 は 、 そ れ に よ っ て 実 存 た ち が事 柄 に 関 す る 内容 を 媒体 に

「関 わ り あ い 打 ち 明 け あ う （sich　berUhren　 und 　 aufschlieBen ）」 と こ ろ の 、

共 に 哲 学す る 営 み で あ る 。 しか し 、 わ れ わ れ は 人 間 と して 、 現 在 す る愛や

思慮 深 い 理 性 に よ る よ り も 、 情欲 や 空疎 な悟性 に よ っ て よ りい っ そ う動 か

され て い る の で 、 哲学者た ち は 、 古 くか ら正 当に も 、 哲学的 了解 を （例 え

ば 特 殊 な 才 能 や 個 別 的 技 能 で は な く） 「個 々 人 の 根 源 的 に 倫 理 的 な 本 質

（ein 　ursprUnglich 　ethisches 　Wesen 　des　Einze1Den）」 に 依 存 させ た
。 哲 学 的

形 態 を と っ た 真理 は各 人 に と っ て 容 易 に は接 近 で きな い こ とを 、 哲学者 た

ち は 確信 して い た 。 彼 ら に と っ て 哲学的議論 は 、

「諸 々 の 逸脱 」 か ら抜 け
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・　 ・　 ・　 ・　 ・　 ・　 …　　　　　　　　 （41，

出 て 開示 性 へ 向 か う、 自 らを 闘 い 取 る 営 み で あ る 。

本稿 の 序 文 で 見 た よ うに 、
「主 観 主 義 」 批 判 を H一受せ ね ば な らな い の は 、 「各 自

の 可 能 的 実 存 か ら 〔他 者 を〕 出迎 え ない 者 」 で あ る が 、 そ れ は 例 え ば 、 上 記 の

「情 欲 や 空 疎 な悟性 に よ っ て よ りい っ そ う動 か され て 」 他 者 と相 対 して い る者

で あ り
、

一
つ 前の 引用 箇所 で 記 され て い る 、 哲学的議論 に お い て 重要 な議題 を

「欲動 の ま ま に 人格 的 に解する 」 者 で あ る 。
こ うした 態度 に 共 通 す る の は 、

「欲

動 」 に 関す る ヤ ス パ ー ス の 精 神 病理 学的見解 を踏ま え る な ら 、欲 動 を統 制す る

意志 の 力 が 発 揮 され て お らず 、 また 、 真 理 とい う価値 を 志 向 す る 高次 元 の 欲 動

が 発 動 して い ない こ とで あ り 、 そ れ は つ ま り 、 第 1節 で 確 認 した 「人 格 1生の 意

識 」 の 「発 展 段 階」 の 低 さで あ る 。 そ の 意味 で は 、 「主 観 主 義 」 的 な行 為 が 引

き起 こ され る原 因は
、 当事者 の 「人 格性 」 の 水 準が 低 い こ とに あ る とい え る 。

　 こ れ に 対 して 、
「実存的交 わ り」 と して の 哲学的議論 で は 、 二 者 は 互 い の

「自己 」、 す なわ ち 「実 存」 を 連帯 し て 創 造す る こ と を 目的 と して 「哲 学 的 了 解 」

を行 う 。 こ の 場合 、 「関 わ りあ い 打 ち 明 けあ う」 とい わ れ る よ うに 、 「伝 達 」 と

「了解 」 が 現 存 在 的 交 わ りとは 異 な る 次元 で 行 われ 、 各 自の 「人格 性 」 が 関心

事 と され る 。
「実存 的 交わ り」 が 「愛 しな が らの 闘 い 」 とい う 「限界 状 況 、 で

あ るの は 、 二 者 は互 い の 「人格 性 」 を無 批判 に 受け入 れ あ い 承認 し あ うの で は
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な く、 そ の さ らな る発 展 に 向 けて 吟 味 し あ い 働 きか け あ うか らで あ る。 「人 格

性 」 を相 互 に 「了 解 」 し な が ら 、
い ま だ思惟 の 対 象 とは な らな い 「了解 不 可 能

な もの 」 と して の 「実存 」 を呼 び 覚ま し あ うこ とが 、
「実存 的 交 わ り」 の 目的

で あ る 。

　 ヤ ス パ ー
ス は 、

「交 わ り」 の 「逸脱 」 した 諸相 を 「了解 心 理 学」 の 観 点 か ら

分 析 し、 それ らに 共 通 して い る本 質 的 特徴 と し て 「愛 しなが ら闘 うは た らき を

排除 す る 、水 準 の 不 平 等性 （die　Niveauungleichheit）」、「相 互 性 の 欠 如 （der　Man −

gel　an 　Gegenseitigkeit）」、
「自己隠匿 とい う欺瞞 （die　Ttiuschung　des　Sichselbst−

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （42）

versteckens ）」 を 挙げ る 。 それ らの うち一
つ で も 、 交わ りを そ の 本 来 の あ り方

か ら逸れ させ る の に 十 分な の で あ る 。 以 下 で は 、 特 に 「水 準 の 同等性 （die　Ni−

veraugleichheit ）」 とい う条件 が 「実存的交 わ り」 の 成立 に と っ て い か に 必 要 で

あ る の か とい う点 に着 目 し 、 先 の 引用 の 中の 「個 々 人 の 根 源的 に倫理 的 な本質」

が 「交 わ り」 に お い て 果 た す役 割 を確 認 す る 。

各人 は 他者 と共 に 自分 自身 へ 向か っ て 突 き進 む 。 そ れ は 、
二 人 の 実存間で

交 え られ る闘 い で は な く 、 自分 自身 と他者 に 対 す る共 同の 闘い で あ り、
ひ

た す らに 真理 の た め の 闘 い で あ る 。
こ の 闘 う働 き は 、

「全 く同等 の 水 準 の

上 で の み （nur 　 auf 　vbllig 　gleichem　Niveau）」 生 起す る こ とが で き る 。
二 人

は 、 技 術 的 な 闘 い の 手 段 （知 っ て い る こ と、 知 性 、 記 憶 力 、 疲 れ や す さ）

に 差異 が あ っ て も 、 す べ て の カ を相 互 に 前 も っ て 与 え あ うこ と に よ っ て

「水 準 の 同等 性 」 を 作 り出す。 ［… … ］諸 々 の 心 的器 官 の も っ と大 き なカ が
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （43 ）

勝 る場合や 、 ま し て や 詭弁 が 可能 に な る場合 に は 、 交わ りは止 ま る 。

「詭 弁 」 に よ っ て 相 手 を欺 くほ どまで 増 大す る こ と が あ る 「諸 々 の 心 的 器 官 の

も っ と大 き なカ」 は 、 次 々 段 落 で 「自己 を 自 らに集 中 させ て 孤 立 させ る 、 か の

諸 々 の 精神 的 な 自律性 や 心 理 学的諸欲 動 の 現 実 （die　Wirklichkeit　jener　geistigen
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （44）

Eigengesetzlichkeiten　und 　psychologischen　Triebe）」 と言 い 換 え られ て い る 。

双 方 の うち どち らか
一

方 で も 、 自らの 精神 的優越 をあ らか じ め承認 し て い た り

多 種 多様 な心 理 学的欲 動 に 翻 弄 され て い た りす る場 合 、 両者 が 「互 い を同等 に

置 く こ と」 は 困難 に な り 、 そ の 結果 「実存的交わ り」 は 中断 し
、 後 に残 る の は

そ の 「逸脱 」 態 な の で あ る n
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヤ ス パ ー
ス の 「交 わ り」 と主観 主義

　 ヤ ス パ ー
ス は 、

「可能的実存 と して の 人 間 は 哲 学者 で あ る」 と述 べ
、 特 殊 な

職 業 で は な く 自己 に 成 ろ うと欲 す る可能 的実存 と して の 哲 学者 に は 、 次 の よ う

な三 つ の 「哲 学者 の 主観 性 に お け る 前提諸 条件 （die　Vorbedingungen）」 が 要請
　 　 　 　 　 （45）　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 。　 ・　 ・

され る とす る 。
つ ま り 、

「自ら を他者に 対 して 準備 し開示 す る 人 間性 （eine 　Hu −

manitas ）」 を備 え る こ と、 「節 度 （Haltung）」 に よ っ て 「現 存 在 を絶 えず 抑 制 し

て そ れ に 気 品 を 与え 、 盲 目的 な心情 の 動 きをせ き とめ て それ を陶冶 され た 活 力

に 転化 す る 」 こ と 、 そ し て また 「恣意的 な欲 動性 」 と し て の 「情 欲 （eine 　Lei−

denschaft）」 に 対 して は 警戒 を 怠 ら ない こ とが
、 可 能的実存 か ら他者 を出迎 え

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （46＞

る た め に必 要 な主観 の あ り方なの で あ る 。
「実存的交 わ り」 を 軌道 に 乗せ る た

め の 前提 と し て 、 わ れ わ れ に は 、 自らを開示 す る 心 構 え を もち 、 意志 の カ で 様

様 な欲動 を統 制 し、 相 手 と の 相 互 性 ・対 等性 を確保 す る よ う、 主観 の あ り方 を

整 えて お く こ とが 必 要 で あ り 、 そ の 意味 で 「根源的に 倫理 的 な本質」 を発 揮す

る こ とが 求 め られ る 。 した が っ て 、
「実存的交 わ り」 の 制 約 と は 、 個人 が 独 善

的 な言 動 や利 己 的 な振 舞い とい っ た 「主観主 義」 的 な行 為 を慎 み 、 各 自の 「人

格性」 を最大 限 に発 揮 して 倫理 的 に行動す る こ とで あ る とい え る 。

　おわ りに

　ヤ ス パ ー
ス の 思 想 を貫 く基本 的 な 考え 方 は 、 わ れ わ れ の 主 観 の うち に 無 限 の

発 展 可 能 性 と倫 理 性 を 見 出 し 、 個 人 の 本 来 的 自己 存在が 生 み 出 され る よ うな コ

ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の あ り方 を 追求す る こ とで あ る 。 本 稿 で は 、 精 神 病理 学者 と

して の ヤ ス パ ー
ス が 形成 し た 「人格 性 」 とい う概 念 の 成 り立 ち を確認 した うえ

で 、
「交 わ り」 に お い て 、 個人 は 「人格 」 と して 扱 わ れ 、 自他 の 「人 格性 」 が

と もに 顧 慮 され る べ きで あ るこ とを明 らか に した 。 ヤ ス パ ー
ス の 哲学 の 中核 を

な す 「交 わ り」 の 思 想 は 、 「主 観 主 義 」 を標 榜 す る も の で は 決 して な く 、 む し

ろ 、
「現 存在 の 交 わ り」 に お い て も 「実 存的交 わ り」 に お い て も 当事 者 の 自制

や克己 が 要請 され る とい う点で
、 実践 的 ・倫 理 的性 格 を備 えて い る こ とが 、 以

上 の 論述 に よ っ て 理 解 され る な らば 、 本稿 の 所期 の 目的は果 た され た こ とに な

る で あ ろ う。
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　本 稿 の 傍 点 部 は 、 原 文 の イ タ リ ッ ク と ゲ シ ュ ペ ル トを 示 す D なお 、 〔 〕内 は 執筆

者 に よ る補足 で あ る 。

注

（1 ）

（2）

（3 ）

（4 ）

（5 ）

（6 ）

（7 ）

（8 ）

（9）

（10）

（11）

ヤ ス パ ー
ス が 認識 論 や 存在論 の レ ベ ル で の 主 観 主義者 、すな わ ち観念論者 あ る

い は 独我論者で あ るか とい う問題 に は 、 本稿で は 立 ち入 らず 、 稿 を改 め て 取 り

組 む こ ととす る 。

こ の よ うな批 判 を、 ザ ラム ン は 、
「非 合 理 的な もの の 、 言 い 表す こ との で きな

い もの の 、 そ して そ れ らと と もに 主観的恣意 の 次元 へ
、 価値 の 諸 決 断 を押 しや

る 、価値 の 諸問題 に お け る極 端 な非 認知 主義 者 ない し は 主 観 主 義 者 （ein　 radi−

kaler　Non −Kognitivist　 oder 　Subjektivist　in　Wertfragen）で あ る と い う非 難 」 と

端 的に ま と め て い る 。 Vg1．　Kurt　Salamun
，
　Zur　appelativ −ethtSchen 　I）imension　 in

laspers
’ Philosophie

，
　in； Anton　HUgli，　 Dominic　Kaegi　 und 　Reiner　Wieh1 （Hg．），

Einsamheit−Kommunihation−Offentlichheit，
　 Basel　2004

，
　 S．104， こ うした非難 を招

い た理 由 に つ い て 、 ザ ラ ム ン は 、 他 の 著書の 中で 次の よ うな見解 を示 し て い る 。

「ヤ ス パ ー
ス が 、彼 の 白己 実現 の 理念 とそれ に結 び つ い た価 値の 諸観点 を 、 決

し て 倫 理 的 な あ るい は 規 範 的な 哲学 的
一
人 間学的構 想の 形式 で は っ き り提 示 し

よ うと しなか っ た こ とは 、お そ らく彼 の 哲学す る 営み の 最 大 の 欠 点 の
一

つ で あ

ろ うし 、 そ の 欠 点 が 彼 に 主観 主 義並 び に エ リ
ー ト的精神貴族 主 義 とい う非 難

（der　Vorwurf 　des　 Subjektivismus　und 　elitaren 　Geistesaristokratismus）を も く り

返 し もた ら した 。 」 VgL　Kurt　Salamun，　Karl　／aspers （1985 ），
　Zweite，　 verbesserte

und 　erweiterte 　Auflage，　WUrzburg　2006 ，
　S．43．

Vgl．　Kazuteru　Fukui
，
　Wege　Zur　Vernunft　beiκ如J／aspers ，　Basel　 1995

，　S．102．

VgL　Georg　Lukacs，
　Die　Zerstb

’
rung 　der　Vernunft，　 Bd．　II

，
　IrrationaltSmus　und 　Im −

perialismus（1962），
　Darmstadt　 1974

，
　S．192．

Karl　Jaspers，
　Philosophie∬

，
　Existenzerhetlung（1932），

Vierte，　 unvertinderte 　Auf−

lage
，
　Berlin　 l　973 （以 ドPhII）

，
　S．108，

Phll，　S．108 ．

Karl　Jaspers，
　Allgemeine　Psychopathologie

，
　Berlin　 1913 （以 下 AP ）， S．233．

AP
，
　S．244．

AP
，
　S，243．

AP
，
　 S．243 ．

AP
，

　S．25．『精神 病理 学総論 』の 第 2 版以 降は、 「人 格性」 は 「自我 （ein　Ich）」

に 、
「人格 性 の 意識 」 は 「自我 意識 （ein 　IchbewuBtsein）」 に 、 それ ぞ れ 改 め ら

れ て い る。Vgl．　Karl　Jaspers，
　AUgemeine 、PsychoPathotogie　：　ftir　Studierende

，
　Arzte

und 　Psγchologen ，　Zweite，　neubearbeitete 　Au且age ，
　Berlin　1920 （以 下 AP2），S．33．
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（12）

（13）

（14）

（15）

（16）

（17）

（18）

（19）
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（22＞

（23）

（24）

（25）

（26）

（27）

（28）

（29）

（30）

（31）

（32）

（33）

（34）

ヤ ス パ ー
ス の 「交 わ り」 と主観 上義

AP
，
　S．77．

AP
，
　S．56．

Karl　Jaspers，
　Allgemeine　PSychoPathologie ，

　 Neunte
，
　 unver 註nderte 　Auflage

，
　 Berlil】

u ．a．1973 （以 下 AP9）， S．101．

AP
，
　 S．56．

キ ー
ル は 、心 的生 の 分化 とい う考 え方 が ヤ ス パ ー

ス の 心 理 学 の 基 本 に な っ て い

る こ と を 指 摘 し、 「心 的 生 の 分 化 の 度 合 い が 無 限 に 変 化 す る とい う こ とは 、 ヤ

ス パ ー ス に とっ て 、 心理 学 的根 本事 態 で あ る。 そ れ ゆ え 、心 的諸過 程 は 、 ぼん

や り した 体験様 態か ら、極 め て 高度 な明 瞭 さにお い て 行 われ る 分析 と 自己反 省

ま で 達 す る 」 と述 べ る 。 Vgl．　 Albrecht　Kie1，
　Philosophische　Seelenlehre　als　Leit−

faden海7　die　Psychologie　： Ein　Beitrag　zur 　AnthroPolegie　von 　K〃J　JasPers，　Kon−

stanz 　l　991 ，
　 S．80．

AP
，
　S．74

，
　 S．89．

AP ，
　S．78．

AP2
，
　 S．68； AP9

，
　S，101．

AP，　 S．25．

Vgl．　AP
，
　S．23

，
　S．247，

AP
，
　S．68．

AP ，
　S．68−69．

Vgl．　 AP
，
　 S．247 ．

AP ，
　S．26．

AP
，
　 S．242．

VgL　Karl　Jaspers，　Psycholoξie　der　Weltanschauungen，　Sechste　Auflage，
　Berlin　u ．a．

1971
，
S．42．

Phll，　S．338−339．

PhlI
，
　S．51．

Phll，　S．51．

Phll
，
　 S．54．

こ れ は 、 『理 性 と実存』 に お い て 、
「誰が 語 る の か （wer 　spricht 〜）」 とい う観 点

か ら 「（単な る ） 現存在 の 交 わ り」
・「意識

一
般の 交わ り」

・「精神 の 交わ り」 が

区別 され て い る こ とか らも明 らか で あ る e

一
人 の 人 間が 、 コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン

の 局面 に応 じて あ た か も別 の 人 間 に な る か の よ うに意識 の 段 階 を切 り替 え て 振

る舞 うこ とで 初 め て 、 多面的 な 「（広義 の ）現 存在 の 交 わ り」 が 成 り立 っ の で

あ る
。

Vgl．　 Karl　Jaspers，
　Vemunjt 　und 　Existenz（1935），

　Mifnchen　 1973，　S．63．

PhlI
，
　S．54．

PhII
，
　S．53．
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（36）

（37）

（38）

（39）

（40）

（41）

（42）

（43）

（44）

（45）

（46）

Phll
，
　 S．68．

Phll
，
　S．52．

Phll，　S．51．

トイ ニ ッ セ ン に よ る と 、 他 者 を主 題 とす る哲 学は 、 他 者 の 根源 的存在 を 「見知

らぬ 我 （Fre皿 dich）」 の うちに 追 求す る 「超 越 論哲 学 」 と、 「汝 （Du ）」 に お い て

の み他者が根源的に 出会われ る と考 える 「対話の 哲学」 に 二 分 され る が 、 ヤ ス

パ ー ス の 哲 学 は 、 「他 の 白己 」 と し て の 他者 に照 準 を 当て る こ とか ら、 どち ら

に も含 まれ な い とい う。 Vg1．　Michael　Theunissen ，
1）er　Andere − Studien　z ” r　So−

zialontologie 　der　Gegenwart
，
　Berlin　1965，

　S．2
，
　S．476− 482；Phll，　S．53，

　S．67．

PhII
，
　 S。58．

Phll，　 S，112．

Phll
，
　S，113．

PhlI，　 S．245−246．

PhII
，
　S．66．

Phll
，
　 S．67．

PhII
，
　 S．411 ．

PhlI，　S．412−413．

キー
ワ

ー ド ：

現 存 在 の 交 わ り、実 存 的交 わ り、主観主 義、 人 格性、逸脱

real 　 communication
，
　 existential 　communication

，
　 subjectivism

，
　 personality，

deviation

（京 都大 学大 学院）
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